
 
 
 

 

 
 
 
■落ち着いた学習環境と安全安心。そ
して最低限の社会的マナーを身に
付けさせるため、以下について全職
員共通で指導しております。 

○時間を守る。（チャイムで行動） 
○期限を守る。 
○廊下、ホールは走らない、騒がない。 
○授業中、移動中は私語をしない。 
○人の話は最後まで口をはさまずに聞く。 
○机、かばんの中の整理整頓 
○暴言、暴力を絶対に認めない。 
○場や相手に応じた適切な言葉遣い 

毎日、宿題が出ます 

家庭学習を推奨しています 
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学習に集中できるよう、柄や絵の少な
いシンプルなものを 

 

 

 

●欠席・遅刻をする場合は、さくら
連絡網（メール）でお知らせくださ
い。 

○急ぎの際は電話連絡で構いません。 

○８：１５までに出欠を確認できなかった
場合は、家庭連絡や家庭訪問、勤務
先等への電話で確認します。 

○早退は安全確保のため、保護者の迎
えをお願いします。 

全
学
年
共
通 

保護者による学校へ
の連絡が必要です 

そ 

の 

他 

登校 

■はさみ■セロハンテープ 
■スティックのり 
■クーピー（色鉛筆可） 
■探検バッグ ■なわとび 

 

 

     

○計算練習を中心に、基礎基本の学
習を繰り返し行い、定着を図ってい
きます。また読書の習慣を身に付
け、読解力向上に努めます。 

  

○自分の学ぶペースや習熟度に応じ
たコースを選択し、着実に力を付け
られるように指導を行います。 

 

○必要に応じて担任外教員や支援員
が担任とともに授業を行い、複数の
目で子どもたちの支援をします。 

役員を中心に、保護者と教員が力を合わせ、子どもたちの健全な成長を
図るために活動します。下のような活動を行っています。 
年会費は月１５０円、年間１，８００円です。 

  
各活動 
〇学級レク・給食試食会担当…学級レク、給食試食会などの企画運営 
〇実行委員…PTA 行事「みんなの愛ランド」など、特別な会計が伴い、組織だ
った運営が必要な活動の企画運営 

〇ボランティア…事務局が募集し、次のような活動を行う。 
 
ボランティアの活動の例 
・広報誌作成・・・・・９月と３月の２回発行 
・交通安全街頭指導・・登下校時の安全指導（２学期始め） 
・花壇整備・・・・・・児童玄関前などにプランターで花を飾る 
・SOS の家マップ作成・SOS の家確認とマップ作成 
・運動会・・・・・・・グラウンドごみ拾い、保護者トイレ清掃 

８：００～８：１０ 

朝学習・朝読書 

下校時刻の目安 
①５時間授業日下校  １４：１０頃 

②６時間授業日下校  １５：００頃 
③特別５時間日下校  １３：５５ 
④特別６時間日下校  １４：４５ 
 行事等の場合は別途お知らせします。 

○学校管理下でお子さんがけが
をした場合は「日本スポーツ
振興センター」からの給付金
対象となります。（自己負担
1,500円以上の場合のみ） 

  
※学校管理下とは・・・ 
・授業時間中や休み時間中 
・給食や清掃中 
・運動会などの学校行事中 
・登下校中 
（指定通学路を歩いていた場合の
み。通学路外や保護者の送迎等は
対象外となりますのでご注意く
ださい。） 

〇帰宅時刻は市内統一のきまりで４月５時
半、５～８月６時、９月５時半、１０月４時半、  
１１～１月４時、２月４時半、３月５時です。 

〇ゲームコーナー等の遊戯施設は保護者同
伴で利用する。 

○ＳＮＳ等を使用する際は保護者の指導・責
任において行う。 

○自転車の使用は、交通ルールを守り、横断
歩道は自転車を押して渡ること。 

※「市少年指導センター校外生活のきまり」を参照し
ております。 

チームティーチング 

〒053－0042 苫小牧市三光町２丁目６番５号 

Tel 0144 (32) 6501 Fax 0144 (32) 6502 
www.city.tomakomai.hokkaido.jp/gakko/midori/ 
★皆様のおかげで開校５９周年を迎えます★ 

 

 
○「なかよし集会」を中心とした、いじめ

撲滅を目指した取組の推進 

○地域の保育園、幼稚園との交流会 

○講師を招いての「こころの授業」や地

域人材による書初め指導 

○苫小牧警察署や各関係機関と連携

した「薬物乱用防止教室」などの実

施 

○「食に関する指導」の推進 

○福祉にかかわる体験的な学習 

習熟度別指導 （算数） 
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学習に集中するため 
シンプルで使いやすいものを。 

 

○利き手側にノート 

○利き手と反対側に教科書 

○上側に筆記用具（筆箱は机の中に） 

 

○鉛筆５，６本と消しゴム（白いもの） 

○定規 （折りたたみ式不可） 

○赤ペン、青ペン（１，２年はえんぴつ） 

 

○姿勢を整え、あいさつをする。 

○休み時間に入る前に、次の時間の
学習準備をする。 

 

 
 
○学校から、メールでお知らせしま
す。メール登録、機種変更、アドレ
ス変更による再登録は各家庭でお
願いします。なお、 電話による学
級連絡網は作成しておりません。 

○再登録の際には右
記のＱＲコードを
使用致します。パ
スワードが必要な
場合、学校までご
連絡ください。 

  

【配信例】臨時休校・学級閉鎖・行事
等の延期、下校時間変更等 

■本校では先生が学習を進める上での
基本的ルールを統一しています。 

○学習の流れが決まっています。 

課題の提示→個人思考 

→集団解決→まとめ（振り返り） 

○黒板は課題を青枠、まとめを赤枠で

囲み、ノート振り返り時に学習の流れ

が分かりやすい形にしています。 

○学習のきまりは全学級で徹底すること

になっています。また、学習のきまりを

和光中学校とそろえています。 

（９年間を見通した指導） 

学習時間の目安は 

「学年×１０分＋１０分」です 
 
■落ち着いた環境を作り、取り組む時間
帯を生活サイクルに位置付けましょ
う。 

○宿題や復習を行いましょう。 
○漢字や計算の基礎学習に繰り返し取り組
みましょう。 

○余裕があれば音読や読書にも取り組みま
しょう。 

○その日の家庭学習で頑張った内容を、お
うちの人と一緒に確認をしましょう。 

最低限の社会的マナーを 
 

机の上のもの 

筆箱の中に入れるもの 

学習のはじめとおわり 

■買い替え時には以下のものをご用意ください。 
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○年度初めと２学期半ばに個別面談
を行い、お子さんの様子や１年間の
目標、体調面など配慮が必要な点に
ついて保護者と担任で情報を共有
します。 

 
〇学年初めや３学期の参観日の際に
学級懇談を行い、子供達の成長や次
の目標、学校への要望などを話し合
います。 

 
〇その他学校生活に関して不明な点
や心配な点がございましたら、連絡
帳や電話などでご相談ください。 
電話相談は原則、平日８：００～ 
１６：３０に受け付けております。 

直接入力は、URL(http://390390.jp) 

 国語 社会 算数 理科 その他 

１年 
12マス×8行 

十字リーダー入り 

 横開きさんすう 
18mmマス 

7マス×12行 
＊２学期から変更 
→「その他」参照 

 算数(2 学期より） 

17マス 

中心リーダー入り 

12mmマス 12×17 

２年 
15 マス×10 行 

十字リーダー入り 

 さんすう 17マス 
中心リーダー入り 
12mmマス 12×17 

 自学用 
15マス×10行 

十字リーダー入り 

３年 
12行 

12mm縦罫 
中心リーダー入り 

10mm方眼罫 

15×22 

5mm方眼罫 

中心リーダー入り 

10mm方眼罫 

15×22 

自学用 
5mm方眼罫 

中心リーダー入り 

４年 
15行 

10mm縦罫 
中心リーダー入り 

10mm方眼罫 

15×22 

5mm方眼罫 

中心リーダー入り 

10mm方眼罫 

15×22 

自学用 
5mm方眼罫 

中心リーダー入り 

５年 

６年 

コクヨ 

太罫線ドット入り 

8mm×27行 

ノーＤ３ＵＴ 

コクヨ 

太罫線ドット入り 

8mm×27行 

ノーＤ３ＵＴ 

4mm方眼罫 

中心リーダー入り 

コクヨ 

太罫線ドット入り 

8mm×27行 

ノーＤ３Ｕ 

保健・家庭科用 

社会理科と同じ規格 

自学用 

算数と同じ規格 

 

http://390390.jp/

